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{緒管}突然死の起こりやすい場面で、入浴中の突然、
死の警告j合は14.4%を占めている。しかし65議以上の潟
齢者においては、入i谷中の突然死は24.6%にまで上昇
する。高齢者では加農舎による生渡的変化だけでなく、
各種疾忽を伴うことが多いことがその背殺にあるのか
もしれない。今後高齢化社会が一層進むと予測される
ため、入浴中の事故防止は愛婆な諜怒と考えられるo

[e的}本研究の包的は、心疾患患者を含む中高齢者
において入浴の築態をアンケート潟査により明らかに
することである。
{方法}対象は、 60議以上のrflj高齢者225名であり、

内訳は遜段治療中の心疾患懇者148名(以下疾患群)
と運動教室に通う77名(以下健康教室群)である。普
段の入浴の仕方や鼠覚症状について、磁談法によるア
ンケート線変を行った。入浴中の事故が冬季に多いこ
とから、アンケートは12月-2 flに実施した。
{総菜}好みの滋滋: r熱めJ と問答した人は疾患群

で23%、健綴教護若手でも26%もいt:.o 入浴水佼 . r綴
の下までJ と「鰐のよまでJ と「総までJ の項おを合
わせた心綴のよまで授かる水位では、疾患群では86%、
健綾教室訴では94%にまで逮したO 入湯総数と入浴姿
勢:f湾群とも~位入浴者が非常に多く、また入湯回数
も3慰以上の商務路で入浴する人は、疾患群では8%、
鍵凝群においては21%もいた。総入浴時間:冬の平均
入浴時間は25‘7分であるという報をきがされているが、
しかし25分以上入ると答えた人が疾怠群で27.7%、健
康群で36.4%もいた。体感による「都建…鋭衣所…浴
窓J の滋皮の違い:寒い浴箆で入浴している人は、疾
患群で16.2%、鐙燦群で20.8%もいた。 自覚症状:疾
患群における入浴中の自覚疲状は、湯舟の中で11.5%
(そのうち25分以上の長湯の入は47%にも及ぶ〉、湯舟
の外でも2%も見られた。
{考察}好みの湯滋では、高齢者は滋熱感覚務総が低

下していることが考えられるため、「普通Jやfぬるめj

と答えた人も笑際は熱めに入浴していることが考えら
れる。入浴中の水位は心機よりよで入浴する人が疾患
群86%、健康群94%であった。すなわち多くの高齢者
が疾患の有無にかかわらず安全とされる水泣より深い
水位で入浴していることが碗らかとなった。また、湯
舟へ入る回数と水位を比較すると、言語綴{留で入浴する
人のほとんどが f絡までJ 以上の水位で入浴していた。
湯舟への出入りの組数が多いほど、立ち上がる動作が
多くなり、入浴時間も長くなるので心綴への魚怒授も
務くなると予滅される。入浴時間は25分以上の長時間
入る中高齢者も少なからず認められた。入浴中の念、死
を引き起こす婆鎚として、浴槽の中での熱中症が起き
る可能性が指摘されている。熱いお湯で入浴時鶴が長
くなれば熱中症を引き起こす危険性が潟くなると怒わ
れる。また、祭い浴設は血圧の変動が大きい。以上よ
り、中潟齢者の入浴は水位や入浴時間の点で必ずしも
安全とはいえないことが明らかになった。
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